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問題 11� �
次の極限を求めよ。

(1) lim
(x,y)→(0,0)

x2 − x− y2 + y

x− y
.

(2) lim
(x,y)→(0,0)

x+ y√
x2 + y2

.

(3) lim
(x,y)→(0,0)

xy(x+ y)

x2 + xy + y2
.� �

問題 12� �
次の集合 E の境界 ∂E を求めて、E は開集合かどうか閉

集合かどうかそして有界かどうかそれぞれ答えよ（答えの

みでよい）。

(1) E = {(x, y) ∈ R2 | x2 + y2 ≤ 1}.
(2) E = R2 \ {(0, 0)}.
(3) E = {(x, y) ∈ R2 | x > 0, y > 0, x+ y = 1}.
(4) E = {(x, y) ∈ R2 | x3 + y3 − 3xy = 0}.� �
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宿題 13� �
点列の極限の一意性を示せ。つまり点列 {Pn} に対して
Pn → P となる点 P と Pn → Qとなる点Qが存在したら

P = Qであることを示せ。� �
宿題 14� �
分母が 0にならない範囲で定義された次の二変数関数を考

える。

f(x, y) =
sin(xy)

ex + ey − x− y − 2
.

(1) f(x, y) は原点を除く平面上で定義されて、その上で

連続であることを示せ。

(2) 極限 lim
(x,y)→(0,0)

f(x, y)を求めよ。� �


